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【住所】     市      区            【氏名】

（記載例 【住所】さいたま市浦和区常盤６－４－４     【氏名】さいたま 太郎 ） 

本アンケートで回答いただいた内容は本調査以外では使用しません。また、お名前は、アンケート結果には記載しません。 

１、基礎的な項目 

（１）全般（※全員回答） 

① ２０歳代以下  ② ３０歳代  ③ ４０歳代 

 ④ ５０歳代  ⑤ ６０歳代  ⑥ ７０歳代 

 ⑦ ８０歳代以上     

（２）農地（※全員回答） 

 ① 生産緑地を保有している。  ② 生産緑地を保有していない。 

 ① 農地はすべて耕作している。                →設問５にお進みください。 

 ② 一部貸し付けているが、残りの農地はすべて耕作している。  →設問５にお進みください。 

 ③ 耕作していない農地がある又は、なりそうな農地がある。   →設問４にお進みください。 

 ④ 所有する農地はすべて貸している。             →設問 15 にお進みください。 

設問４ 設問３で「③耕作していない農地がある又は、なりそうな農地がある。」と答えた方に伺いま

す。そうなってしまった原因は何ですか（複数回答可）。また、その他を選んだ場合は、内容

をご記入ください。 

 ① 儲からない。  ② 労働力の不足 

 ③ 後継者がいない。  ④ 施設・農機具の老朽化 

 ⑤ 農道や用排水路の未整備や老朽化  ⑥ 土地の条件が悪い。 

 ⑦ 他人に農地を貸すのは不安である。  ⑧ その他（                   ） 

① 西 区  ② 北 区  ③ 大宮区 

 ④ 見沼区  ⑤ 中央区  ⑥ 桜 区 

 ⑦ 浦和区  ⑧ 南 区  ⑨ 緑 区 

 ⑩ 岩槻区  ⑪ 市外（       ） 

さいたま市農家意向・意識アンケート調査票

設問５ 主な営農場所はどこですか。最も営農面積の広い区を１つ選んでください。 

設問３ 農地の利用状況について、最も近いものを１つ選んでください。 

設問１ 経営主の年齢は何歳ですか。 

設問２ 生産緑地を保有しているかどうかお答えください。 

資料２ 
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① 30a 未満  ② 30a 以上 1.0ha 未満 

 ③ 1.0ha 以上 2.0ha 未満  ④ 2.0ha 以上 3.0ha 未満 

 ⑤ 3.0ha 以上 5.0ha 未満  ⑥ 5.0ha 以上 

（３）所得（※設問３「④すべて貸している」を選択した人以外が回答） 

 ① すべて  ② ７割以上 

 ③ ５割以上７割未満  ④ ３割以上５割未満 

 ⑤ １割以上３割未満  ⑥ １割未満 

①100 万円未満  ②100 万円以上 300 万円未満  ③300 万円以上 500 万円未満

 ④500 万円以上 1000 万円未満  ⑤1000 万円以上 1500 万円未満  ⑥1500 万円以上 

（４）作物（※設問３「④すべて貸している」を選択した人以外が回答） 

 ① 水稲  ② 植木・苗木 

 ③ 露地野菜（                  ）  ④ 施設野菜（                   ） 

 ⑤ 露地花卉（                  ）  ⑥ 施設花卉（                  ） 

 ⑦ 果樹  （                  ）  ⑧ 養鶏 

 ⑨ 酪農  ⑩ その他  （                  ） 

① 農協（共同出荷）  ② 市場 

 ③ 直売所  ④ スーパーマーケット等量販店 

 ⑤ 食品加工業者  ⑥ 外食産業（レストラン等） 

 ⑦ インターネット通信販売  ⑧ 商社 

 ⑨ 無人販売  ⑩ 観光農園 

 ⑪ その他（               ） 

設問９ 経営作物の中で最も販売金額が高いものを１つ選んでください。（ ）には主な作物をご記入

ください。また、その他を選んだ場合は、内容をご記入ください。 

設問８ 概ねの農業所得はどれくらいですか（農業収入から経費を引いた額）。 

設問 10 経営作物の主な出荷先を教えてください（複数回答可）。また、その他を選んだ場合は、内容

をご記入ください。 

設問６ 耕作している面積はどのくらいですか。 

設問７ 家計で農業収入が占める割合はどのくらいですか。 
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２、回答者自身の今後についての項目（※設問３「④すべて貸している」を選択した人以外が回答） 

① 拡大したい。  ② 現状維持 

 ③ 縮小して、一部貸したい。  ④ 縮小して、一部売りたい。 

 ⑤ 耕作をやめて、すべて貸したい。  ⑥ 耕作をやめて、すべて売りたい。 

 ⑦ その他（               ） 

① 従事者の高齢化  ② 労働力の不足 

 ③ 後継者がいない。  ④ 生産コストの増加 

 ⑤ 技術やノウハウの不足  ⑥ 鳥獣被害の拡大 

 ⑦ 販売先が見つからない。  ⑧ 周辺からの苦情 

 ⑨ 農村コミュニティの衰退  ⑩ 農地の借り手が見つからない。 

 ⑪ 農地の不足  ⑫ 消費者ニーズの把握が困難 

 ⑬ 固定資産税や相続税  ⑭ 施設・農機具の整備費用 

 ⑮ 農道・用排水路の未整備や老朽化   ⑯ その他 

（                             ） 

① 後継者はいる（経営主の家族・親戚）。  ② 後継者はいる（①以外の農業者）。 

 ③ 後継者はいない。  ④ 決まっていない。 

① 十分な収入の確保  ② 休日の確保・労働時間の短縮 

 ③ 施設整備の補助等農業経営への支援  ④ 栽培技術・経営ノウハウの支援 

 ⑤ 地域とのつながり  ⑥ 家族経営協定の締結 

 ⑦ 農道や用排水路の整備  ⑧ 農地の斡旋 

 ⑨ その他 （                    ） 

設問 12 農業をする上で困っていることは何ですか（複数回答可）。また、その他を選んだ場合は、内

容をご記入ください。  

設問 13 農業後継者について、最も近いものを１つ選んでください。 

設問 14 農業後継者の確保、育成のために重要と考えられることは何ですか（複数回答可）。また、そ

の他を選んだ場合は、内容をご記入ください。 

設問 11 ５年から 10 年後のご自身の経営規模について最も近いものを１つ選んでください。 
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３、さいたま市の施策についての項目（※全員回答） 

 ① 市民農園・栽培指導付体験農園  ② 観光農園 

 ③ 身近な場所での農産物直売  ④ 学校給食への農産物の提供 

 ⑤ 学校等と農作業体験の実施  ⑥ 農家レストラン 

 ⑦ その他（               ） 

① 担い手への農地集積・集約化  ② 農産物のブランド化推進 

 ③ 共販出荷体制の推進  ④ 直売組織への支援 

 ⑤ 新規就農者の育成・確保  ⑥ 農産物の加工品開発支援 

 ⑦ GAP 取得など安心・安全な農産物の生産

支援 

 ⑧ IT 機器等の導入によるスマート農業の 

推進 

 ⑨ 農業イベントの実施  ⑩ 農業経営の法人化支援 

 ⑪ 農業経営者団体等の育成支援  ⑫ 施設・機械の導入支援 

 ⑬ 貸付・借受希望の情報収集  ⑭ 企業等の異業種参入推進 

 ⑮ 用排水路など農業水利施設の整備  ⑯ 土地改良事業による農地の基盤整備 

 ⑰ 市民農園・栽培収穫体験農園への支援  ⑱ 援農ボランティア等の育成 

 ⑲ 農業体験や地場産農産物の料理教室 

など食農教育の推進 

 ⑳ その他 

（                        ） 

設問 17 このアンケートで把握した情報を、５～１０年先を見据えた農地の集積・集約化のための話合い

に活用しようと考えています。あなたの地域において、今後、誰が中心となってその地域の農地

を耕作していくのか、耕作する方がいなくなった農地をどうするのかといった具体的な話合い

をしていく必要があると思いますか。 

 ① はい →アンケートは終了です。  ② いいえ →設問 18 にお進みください。 

設問 18 設問 17 で「②いいえ」と答えた方に伺います。それはなぜですか（複数回答可）。また、その他

を選んだ場合は、内容をご記入ください。 

① 農地を貸したいと思わないから。  ② 農地を借りたいと思わないから。 

 ③ ５～１０年は地域に十分な担い手が 

いると思うから。 

 ④ その他 

（                  ） 

設問 16 さいたま市の農業を存続・活性化していくためには、どのような取組が必要だと思いますか

（複数回答可）。また、その他を選んだ場合は、内容をご記入ください。 

設問 15 都市農業振興基本法が制定され、都市農業があるべきものとして位置づけられましたが、都

市住民との交流など関心のある取組みがあればお答えください（複数回答可）。また、その他

を選んだ場合は、内容をご記入ください。 
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ご協力ありがとうございました。 


